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絡がくることもある。
行事が地域に浸透し，
協力意識が高まりつつ
あるといえる。
∫　ボランティア活動

　校区組織や保護者の
協力のもと，ボラン
ティアを受け入れるこ
とのできる施設を選定
し，連絡を取り，一覧
表にした。施設ごとに
教師を分担し，連絡調
整，実施計画作成のう
え，全校生によるボラ
ンティア活動を実施し
た。保護者にも参加を
呼びかけ，活動日に一
緒に活動していただく
ことで，教育活動への
理解を深めることがで
きた。
①　教育ボランティア
　幼稚園，保育所等を訪問
し，保育支援活動を行った。
生徒は，一緒に遊具づくり
やゲームを行い，幼児や保
育士との交流を深め，その喜ぶ姿から充実感を得る
ことができた。
②　福祉ボランティア
　病院，介護施設等を訪問
し，施設の清掃や支援活動
を行った。生徒は，介護活
動や会話を通して高齢者や
障害のある人々と触れ合い，
奉仕の精神を学ぶことができた。

１　成果

○　校内組織と校区組織を有機的に関連させること
により，全教職員の共通理解のもと，連絡調整等
がスムーズに進められ，地域社会の施設や人材を
積極的に活用することができた。また，この組織
は，総合的な学習の時間の活動内容を充実させる
上でも有効であった。

○　ボランティア活動は，学区内の施設のみで実施
することが難しい状況にあったため，計画の段階
で，隣接する中学校と情報交換をした。学区外の
施設との協力体制を築くことができ，生徒の思い
や願いを生かした活動を展開することができた。

○　３つの行事の実践から，生徒は地域の人々との
交流や人間的な触れ合いを深め，協働や思いやり，
集団行動の大切さ，地域社会の一員としての在り
方や責任感などを学ぶことができた。

２　今後の課題

○　学校行事で行うボランティア活動は，指導時数
の関係で単発的にならざるを得ない。受け入れ側
は継続したボランティアを望んでいるので，学校
が中心となり，地域社会にボランティア活動が根
付いていくような支援体制を構築していくことが
望まれる。

○　生徒のいない家庭は，学校の教育活動を知らな
いことが多い。現在，地区の回覧板を使って「学
校通信」や「ＰＴＡ通信」などを読んでもらってい
るが，今後は学校のホームページの開設も課題と
なる。プライバシーへの配慮や定期的な更新など
のメンテナンスの面も含め，管理責任者を育成し
ていかなければならない。

○　学校評議員やＰＴＡなどを通して寄せられる質
問，意見，要望などを教育活動にどのように活用
していくか，また，ロータリークラブが地域社会
での教育を支援するために昨年発足させた「青少
年育成委員会」との連携をどのように図っていく
かなども今後の課題である。
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Ⅲ　研究のまとめ

ボランティア活動実施計画
担当教師実施場所（施設名・住所・TEL）

活動内容
老人との交流活動、介護の補助体験活動
ねらい
施設の方や老人の方との交流を通して、
福祉についての考えを深め、生徒の心に
ボランティア精神の育成を図る
活動概要と目標
・施設で行われている活動について知る
・介護の補助体験活動を行う。
事故の防止対策
・交通事故防止対策
・施設での事故防止対策
準備物
・服装（ジャージ）、筆記用具
事前指導内容
・事前打ち合わせによる活動内容の検討
・交通安全指導
・マナー指導（服装、言葉遣いなど）
・老人介護についての調べ学習
保護者役割
・引率、施設での交流活動に関する補助
参加生徒

教育ボランティア 福祉ボランティア

【ボランティア活動】
幼稚園，保育所，病院，
介護施設等，保護者
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